
  
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
送工作機械主軸が高速化してもツールホルダの把持力の低下が少なく、
加工精度・耐びびり性の高い工作機械構造およびツールホルダ 
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工作機械 

こんなことが出来ます！ 

【従来の問題点】 

遠心力の作用によって工作機械のテ

ーパ穴面とツールホルダテーパーシ

ャンク面の接触状態が維持できない 

→ 加工精度・耐びびり性の低下。 

【解決したポイント】 

工作機械主軸端に低密度・高剛性材

料を配置した。 

発明者からのメッセージ

技術の概要 
工作機械主軸にツールホルダを把持して高速回転させた場合、テーパ面同士の良好な接触状態を維

持することができなくなる。主軸高速回転数域でも加工精度・耐びびり性が低下しない工作機械主軸

およびツールホルダを提供するために、工作機械主軸材料よりも低密度・高ヤング率の材料を工作機

械主軸端に配置した。 
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工作機械の主軸回転数が高速化してもツ

ールホルダの把持力の低下が少なく、加

工精度・耐びびり性の高い主軸構造およ

びツールホルダを提供するものです。 

本発明の活用によって、難削性金型材料

を高加工精度・高能率に切削できる工作

機械の開発に期待がもてます。 

 
図 曲げ剛性比 

 
図 主軸系モデル 

 


